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ＮＸグループ企業理念

私たちの使命 それは社会発展の原動力であること

私たちの挑戦 それは物流から新たな価値を創ること

私たちの誇り それは信頼される存在であること

私たちＮＸグループは、創業以来、ものを運ぶことを通して、人、企業、地域を結び、

社会の発展を支えてきました。

この変わらぬ使命を果たすため、社会の変化をとらえ、自らを進化させ続けます。

安全に徹し、環境に配慮し、世界を舞台にすべての力を結集して、

物流から新たな価値を創造することに挑戦していきます。

いつの時代にも、社会から求められ、信頼されることを誇りに行動します。

すべては、物流を通して社会に貢献し、豊かな未来を創る、ＮＸグループであるために。
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社会的価値

安心・安定の提供 / 働く人の幸せ

環境的価値

地球環境の保全 ＮＸの持続的成長

経済的価値

サステナビリティビジョン

事業を通じて世界の人々のより良い暮らしと

持続可能な社会の発展を支える
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Contents

当レポートは、ESG格付け機関を中心としたステークホ

ルダーに対して、ＮＸグループのサステナビリティ活動

を網羅的に開示することを目的としています。

編集方針

⚫報告対象範囲

『ＮＸグループ』と記載する場合は、NIPPON EXPRESSホール

ディングス株式会社、日本通運株式会社および会計上の日本国内

外の連結会社264社（2025年12月31日時点）を対象としています。

なお、特定の範囲を対象とする場合は、個別に対象組織名を明

示しています。

⚫報告対象期間

2025年度（2025年1月1日～2025年12月31日）

なお、一部報告については2024年度以前や2026年度の情報も含

まれます。

⚫発行時期

2026年6月 ※当社WEBサイトに掲載（前回：2025年6月）

⚫第三者保証

「ＮＸグループ サステナビリティレポート 2026」に掲載して

いるデータは、報告内容への信頼性確保のために、CSRDに準

拠した限定的保証を受ける予定です。

⚫参考ガイドライン

• GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード（参照）

• 環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」

⚫お問合せ先

NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社

サステナビリティ推進部

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町2番地

TEL（03）5801-1285 FAX（03）5801-1947

URL https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/
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担当役員メッセージ

ＮＸグループでは、サステナビリティ経営を事業活動と一体で企業価値

向上を目指す重要戦略として、事業の現場に実装し稼ぐ力につなげていく

ことを重視しています。物流は社会インフラであり持続可能で質の高い物

流を提供すること自体が、お客様から選ばれる理由であり競争力の源泉でも

あります。こうした認識の下、事業との統合を進めています。これは全社で進める稼ぐ力の強化や、ア

セット中心からソリューションビジネスへの転換と方向を同じくするものです。

重要課題（マテリアリティ）に基づく取組みは、概ね計画どおりに進捗しています。人的資本の強化や

気候変動、人権・安全を含むリスク対応、テクノロジーの活用など価値創出を支える基盤整備は着実に前

進しました。加えて、サプライヤーとの対話や協調を通じてサプライチェーンの強靭化を進めることも、

安定的な物流サービスの供給と事業の稼ぐ力を支える重要なテーマと捉えています。

2026年3月には、お客様のサステナビリティ課題を6つに分類・整理して改善するサステナブル・ソ

リューションについて、プレスリリース※1を行いました。こうした取組みにより、End to Endでのソ

リューション提供を加速させる土台が強化されました。

一方で、現時点では、こうした取組みの売上成長や利益成長への寄与はなお限定的です。サステナブ

ル・ソリューションも、切り口や事例の整備は進んだものの、売上規模や収益貢献の面では途上にありま

す。お客様の経営課題に即した提案へつなげていくのはここからであり、真価が問われる段階にあります。

また、事業会社の業務や現場オペレーションへの実装をさらに進めることで、当社の強みである『高い

品質・生産性・安定性を生む強い現場力』を非財務資本として改めて磨き上げ、グループ全体の稼ぐ力へ

と確実に波及させていかなくてはなりません。

さらに、お客様や産業ごとに異なる本質的な課題を捉え、最適なソリューションの選定や商品企画を推

進する必要があります。

KPIの体系化や非財務資本の可視化を通じて、ビジネス領域の拡大や利益成長につながる付加価値の高

いソリューションとして、より明確に示していく考えです。

今後は、お客様の課題解決を起点に、サステナビリティ経営をもう一段深く事業に実装していきます。

単にソリューションを提供するのではなく、本質的なニーズを把握し、最適な解決策を組み合わせて提案

することが重要です。また、サステナブル・ソリューションを差別化や稼ぐ力につなげていくためには、

お客様への提供価値を定量化し、経営へのインパクトを可視化していく必要があります。CO₂削減や資源

循環、さらには供給の安定性や、トレーサビリティといった課題は、当社グループの強みを生かした解決

が可能な領域であり、新たな価値や事業機会の創出にもつながるものと考えます。この価値を可視化しな

がら提案力を競争力へと高め、受注機会の拡大や付加価値向上を通じた収益力強化を図ります。サプライ

チェーン上のリスク顕在化や不確実性から、物流の難易度は一段と高まっています。こうした環境下で、

非常時にも機能する現場力やフィジカルな対応力は、当社グループの競争力の源泉です。今後も持続的な

成長を目指し、人手不足に対応するAIやデータを活用した自動化や最適化を図り、グローバルで専門人財

の育成を進め、事業基盤を強化していきます。

気候変動への対応についても、企業としての責任と価値提供の両立を目指し、持続可能な物流の実装を

加速させる考えです。

今次経営計画期間において、これらの取組みを事業戦略と統合させることで、サステナビリティ経営の

「成果」へと進化させていきます。強い現場力を支える人財や知見、提案力といった非財務資本を磨き上

げることで、持続的な事業拡大と利益成長を実現し、企業価値向上へ着実につなげてまいります。

⚫お客様の課題解決を起点にした成長と事業実装の加速

⚫稼ぐ力・企業価値向上に向けた課題認識

⚫サステナビリティ経営の進捗 ― 事業と統合の現在地

お客様の課題解決を起点に稼ぐ力と企業価値向上を加速する
サステナビリティ推進部担当執行役員 岸田 博子

※1ＮＸグループ、サステナブル・ソリューションの取組みを強化

※1 ＮＸグループ、サステナブル・ソリューションの取組みを強化

https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/press/2026/20260305-1.html
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（単位：人）
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3,250

10,1854,1728,945

64,443 

7,208 

916 

5,062 

296 

77,925人

ロジスティクス

警備輸送

重量品建設

全社（共通）

日本

米州

欧州南アジア・
オセアニア

物流サポート

※3

東アジア

1,260,364

138,004

527,949165,801155,437

2,247,555

69,504

48,597

446,727

2,812,383
百万円

（単位：百万円）
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オセアニア

企業情報

売上収益

⚫財務情報（連結）
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物流サポート事業 42社（日本国内31社、在外11社）

ＮＸ商事、大阪倉庫、ＮＸキャピタル、ＮＸキャリアロード

以下連結子会社 32社／持分法適用関連会社 7社／その他関係会社 3社

警備輸送事業 1社（日本国内1社）

ＮＸキャッシュ・ロジスティクス

連結子会社 1社

重量品建設事業 2社（日本国内2社）

ＮＸエンジニアリング、巴ライジング

連結子会社 1社

持分法適用関連会社 1社

展開国数 57カ国 従業員数 77,925人 海外 28,669人日本国内 49,256人（ ）

⚫ 米州13社

ＮＸアメリカ

以下連結子会社 12社

持分法適用関連会社 1社

⚫ 欧州132社

ＮＸ欧州、ＮＸＵＫ、

ＮＸオランダ、ＮＸフランス、

ＮＸイタリア、

カーゴパートナーホールディングス、

シーモン・ヘーゲレホールディングス

以下連結子会社 126社

持分法適用関連会社 6社

⚫ 東アジア23社

ＮＸ国際物流（中国）、

ＮＸ香港、

APCアジア・パシフィック・カーゴ、

ＮＸ韓国、ＮＸ台湾国際物流

以下連結子会社 21社

持分法適用関連会社 2社

⚫ 日本81社

日本通運、ＮＸ・ＮＰロジスティクス、

日通NECロジスティクス、

ＮＸワンビシアーカイブズ、

ＮＸ海運、ＮＸ北旺運輸、

ＮＸ仙台塩竈港運、ＮＸ備通、

ＮＸ境港海陸、ＮＸ徳通

以下連結子会社 47社

持分法適用関連会社 34社

⚫ 南アジア・オセアニア27社

ＮＸ南アジア・オセアニア、

ＮＸシンガポール、

ＮＸオーストラリア、

ＮＸマレーシア、

ＮＸタイロジスティクス、

ＮＸロジスティクスインドネシア

以下連結子会社 25社

持分法適用関連会社 2社

事業におけるグループ会社の位置づけ

44,511

5,768

4,7965,7083,257

64,040

2,493

5,307

16,129

87,969
百万円

（単位：百万円）

ロジスティクス

警備輸送

重量品建設

物流サポート

日本

米州

欧州

東アジア

南アジア・
オセアニア

ロジスティクス事業 276社

セグメント別売上収益（連結）※2 セグメント別利益（連結）※2 セグメント別従業員構成（連結）

資産 資本

⚫グローバルネットワーク※1

※1 2025年12月31日現在 ※2 グラフ内の金額は調整額を含まない数値 ※3 どのセグメントにも属さない人員
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イニシアティブへの参画 / 社外からの評価

NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社は、物流業界における環境・社会関連のさまざまな外

部機関・会議などに積極的に参画し、持続可能な社会への貢献に向け協働しながら取り組んでいます。

NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社が選定されている主なESG投資インデックスは、

以下のとおりです（2026年3月現在）。

⚫社外活動への参画 ⚫イニシアティブへの賛同

イニシアティブへの参画 社外からの評価

⚫ 交通政策審議会交通体系分科会環境部会

⚫ 持続可能な物流の実現に向けた検討会

国土交通省

⚫ 環境委員会

⚫ 資源・エネルギー対策委員会

⚫ 企業行動・SDGs委員会

⚫ 消費者政策委員会

⚫ 危機管理・社会基盤強化委員会

⚫ 雇用政策委員会

⚫ 労働法規委員会

日本経済団体連合会

経団連自然保護協議会企画部会

経団連自然保護協議会

物流環境対策委員会

日本物流団体連合会

⚫ 環境対策委員会

⚫ 環境対策小委員会

全日本トラック協会

MSCI日本株ESGセレクト・リーダーズ指数

NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社のMSCI

インデックスへの組入れや、MSCIのロゴ、商標、サー

ビスマークやインデックス名称の使用は、MSCIまた

はその関係会社によるNIPPON EXPRESSホールディ

ングス株式会社の後援、宣伝、販売促進を目的とし

ていません。MSCIのサービスおよびデータはMSCI

の独占的財産で、MSCIおよびMSCIインデックスの

名称とロゴは、MSCIまたはその関係会社の商標また

はサービスマークです。

MSCI日本株女性活躍指数

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数

FTSE Blossom Japan Sector Relative Index

環境情報開示における国際非営利団体

であるCDPが2025年に実施した気候

変動プログラムにおいて、当社はB評

価を獲得しました。

CDP 気候変動

世界中のサプライチェーンの持続可能性を推進してい

るEcoVadisのサステナビリティ評価における当社の

2025年の総合得点は57点でした。

EcoVadis
SBTiは、国連グローバル・コンパクト（UNGC）、世

界資源研究所（WRI）、世界自然保護基金（WWF）の

協働イニシアティブで、企業の温室効果ガス削減目標

の評価を行っています。ＮＸグループの2030年削減目

標は、2025年6月、SBT短期目標の認定を取得しました。

SBTi

ニュースリリース

ニュースリリース

ESG投資インデックスの詳細は統合報告書をご覧く

ださい。

Morningstar 日本株式 ジェンダー・
ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT）

統合報告書

統合報告書

TCFD

気候関連の情報開示及び金融機関の対応をどのように

行うかを検討するために設立された「気候関連財務情

報開示タスクフォース」です。当社はTCFDによる提

言内容を組織として支持することを表明しています。

詳細は、当社WEBサイトをご覧ください。
TCFD提言に基づく情報開示

TCFD提言に基づく情報開示

TCFDは、G20の要請

を受け、金融安定理

事会（FSB）により、

GXリーグ

メーション）を牽引する枠組みです。当社はこの活

動に賛同しGX実現に向けた取組みを進めています。

カーボンニュートラルへの移行に向けた挑

戦を果敢に行い、国際ビジネスで勝てる企

業群が、GX（グリーントランスフォー

https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/press/2025/20250619-2.html
https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/ir/library/annual/
https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/sustainability/materiarity/tcfd/
https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/sustainability/materiarity/tcfd/
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Contents

ＮＸグループのサステナビリティ経営の歩み

2024/1

• 重要課題（マテリアリティ）を
再特定

• サステナビリティを経営方針の
柱の1つとして据えた初めての
経営計画、ＮＸグループ経営計
画2028がスタート

2024/12

ＮＸグループサステナビリティ
ハンドブック発刊

2030

ＮＸグループ全体のCO2自社排出量の
50％削減（2013年比）達成

2037 創立100周年

グローバル市場で存在感を持つ
ロジスティクスカンパニーの実現

2050

ＮＸグループ全体で
カーボンニュートラル社会
の実現へ貢献

2025/6

CO2排出量削減目標でSBT短期目標の認
定を取得

2025/9

お客様へのEnd to Endロジスティクス・
ソリューションの提供を通じて解決する
サステナビリティ課題を整理

2023/1

サステナビリティ方針およびビジョンを策定

CO2排出量削減に関するグループの中長期目標
を策定（2030年/2050年）

• 2030年までに2013年比でＮＸグループ全体
のCO2自社排出量の50％削減を目指す

• 2050年までにＮＸグループ全体でカーボン
ニュートラル社会の実現に向けて貢献する

2023/5

SBT（Science Based Targets）認定取得に
向けコミットメントレターを提出

2023/7

グループ各社へのサステナビリティ研修開始

2023/8

「ＮＸグループ人権方針」を策定

2023/12

「ＮＸグループ持続可能な調達方針」
を策定

Scope1,2

Scope1,2

Scope1,2,3

長期ビジョン
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